
林 野 労 組 九 州 （昭和29年11月13日第三種郵便物認可）⑴　2020年６月10日 第　172　号

発　行　所
熊本市西区京町本丁2の7
全国林野関連労働組合
九 州 地 方 本 部
（電）　096－354－1150

発 行
責任者 山 口 隆 志
発行日 10日
定　価 1部20円
組合員の購読料は
組合費の中に含む

緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
緊

急
事
態
宣
言
の

最
中
に
新
聞
記

者
ら
と
賭
け

マ
ー
ジ
ャ
ン
し

て
辞
職
に
な
っ

た
東
京
高
検
の

黒
川
前
検
事
長
の
一
連
の
騒
動
劇

▼
内
閣
や
法
相
が
必
要
と
し
た
検

察
幹
部
は
任
期
延
長
で
き
る
規
定

を
盛
り
込
ん
だ
問
題
あ
る
検
察
庁

改
正
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
が
、

ネ
ッ
ト
を
中
心
に
著
名
人
を
は
じ

め
反
対
意
見
が
続
出
し
た
こ
と
か

ら
一
転
し
、
法
案
見
送
り
し
て
か

ら
の
「
文
春
砲
」
で
の
賭
け
マ
ー

ジ
ャ
ン
発
覚
▼
多
く
の
国
民
は
、

高
級
官
僚
が
賭
博
行
為
を
し
た
の

に
辞
任
だ
け
で
済
ん
で
刑
罰
の
対

象
に
な
ら
な
い
の
か
、
お
ま
け
に

退
職
金
ま
で
ガ
ッ
ツ
リ
貰
っ
て
い

る
こ
と
に
も
憤
慨
し
て
い
る
▼

「
訓
告
処
分
」
に
つ
い
て
政
府
や

官
邸
は
一
切
関
与
し
て
ま
せ
ん
と

か
マ
コ
テ
白
々
し
い
こ
と
言
わ
さ

れ
て
い
る
法
相
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見

て
「
お
か
し
い
だ
ろ
安
倍
政
権
」

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
▼
検

察
幹
部
と
新
聞
記
者
と
の
ズ
ブ
ズ

ブ
の
関
係
に
加
え
、
親
し
い
記
者

ら
だ
け
に
独
占
的
に
情
報
を
流
す

こ
と
で
世
論
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
す
る
検
察
幹
部
の
黒
い
動

き
も
垣
間
見
え
た
▼
「
も
う
い
ら

な
い
よ
、
コ
ロ
ナ
と
安
倍
政
権
」

次
期
国
政
選
挙
に
繫
げ
よ
う
で
は

な
い
か
。

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

『蒸気機関車激写！』
（撮影者：山形良平・技術センター分会）

全
国
書
記
長
会
議

１
．
取
り
巻
く
状
況
と
課
題

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、

2
0
2
0
年
度
補
正
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
、
４
月
30
日
に
可
決
・
成
立
。

　

経
済
対
策
事
業
規
模
は
、

１
１
７
・
１
兆
円
と
過
去
最
大
規
模

だ
が
、
今
後
、
自
粛
要
請
や
休
業
要

請
で
生
じ
る
損
失
の
補
償
な
ど
が
大

き
な
課
題
。

　

ま
た
、
安
倍
首
相
は
、
自
民
党
改

憲
４
項
目
の
１
つ
の
「
緊
急
事
態
条

項
」
を
持
ち
出
し
改
憲
論
議
を
促
す

な
ど
憲
法
「
改
正
」
の
姿
勢
を
崩
し

て
い
な
い
。

　

立
憲
・
国
民
・
社
民
な
ど
野
党
は
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
政
府

対
策
の
初
動
の
遅
れ
を
は
じ
め
、
後

手
に
回
る
不
十
分
な
対
応
を
厳
し
く

検
証
す
る
こ
と
を
求
め
て
行
く
と
し

て
い
る
。

　

次
期
衆
議
院
選
挙
に
向
け
て
は
、

野
党
候
補
者
の
一
本
化
に
向
け
た
調

整
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
。
年
内
解

散
も
十
分
に
想
定
さ
れ
る
だ
け
に
、

候
補
者
一
本
化
に
向
け
た
早
期
の
調

整
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
．
林
野
労
組
の
2
0
2
0
春
闘

　

2
0
2
0
春
闘
に
つ
い
て
、
２
月

25
日
に
提
出
し
た
「
2
0
2
0
新
賃

金
等
に
関
す
る
要
求
書
」
に
基
づ
く

交
渉
を
継
続
し
て
い
る
。
現
時
点
に

お
け
る
林
野
庁
当
局
の
回
答
の
賃
金

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、「
適
正
な

給
与
水
準
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
勤

務
の
実
態
を
十
分
反
映
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
引
き
続
き
人
事
院
に
実

情
を
伝
え
て
い
く
考
え
」
と
し
て
い

る
。

　

山
上
等
作
業
手
当
に
つ
い
て
は
、

「
近
年
の
国
有
林
の
現
場
業
務
の
実

情
を
精
査
し
、
減
少
傾
向
と
な
っ
て

い
る
支
給
実
績
の
積
み
上
げ
に
も
取

り
組
み
つ
つ
、
人
事
院
の
職
務
調
査

な
ど
で
は
厳
し
い
現
場
も
実
感
し
て

も
ら
う
な
ど
実
態
を
伝
え
、
再
度
、

要
求
で
き
な
い
か
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
考
え
」
と
林
野
庁
当
局
は
し

て
お
り
、
本
部
は
今
後
の
人
事
院
対

応
に
向
け
た
交
渉
を
継
続
す
る
と
し

て
い
る
。

３
．
2
0
2
1
年
度
の
再
任
用

　

退
職
２
年
目
以
降
の
フ
ル
タ
イ
ム

導
入
も
含
め
た
検
討
を
さ
せ
る
こ
と

で
の
意
向
調
査
の
整
理
を
図
っ
た
と

こ
ろ
。
今
後
は
、
現
状
定
員
と
欠
員

の
差
と
希
望
者
数
と
の
関
係
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
上
位
級
で
の
採
用
、
短

時
間
再
任
用
の
勤
務
日
数
の
拡
大
な

ど
と
共
に
、
制
度
設
計
に
向
け
た
交

渉
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

４
．
樹
木
採
取
権
制
度

　

樹
木
採
取
権
制
度
に
つ
い
て
は
、

４
月
１
日
に
国
有
林
野
管
理
経
営
法

等
の
施
行
、
運
用
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
樹
木
採
取
権
に
係
わ
る
通

知
の
新
設
、
一
部
改
正
が
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
林
野
庁
は
、
４
月
下
旬
以

降
、
樹
木
採
取
権
の
設
定
等
に
関
す

る
通
知
等
を
発
出
す
る
と
し
て
い
た

が
、
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

木
材
需
給
調
整
も
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
樹
木
採
取
権
に
つ
い

て
も
、
そ
の
影
響
を
見
極
め
、
具
体

的
な
運
用
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と

し
て
い
る
。

５
．
未
来
投
資
会
議
の
動
き

　

４
月
９
日
に
「
未
来
投
資
会
議
構

造
改
革
徹
底
推
進
会
合
」
が
開
催
。

　

そ
の
内
容
は
、
今
後
の
予
定
と
し

て
2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
2
2
年

度
に
大
規
模
な
も
の
も
含
め
、
新
規

需
要
開
拓
に
取
り
組
む
事
業
者
の
動

向
等
を
把
握
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
提
案
募
集
な
ど
）

を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

本
部
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
林

野
庁
に
対
し
て
「
樹
木
採
取
権
」
の

存
続
期
間
は
10
年
を
基
本
と
す
る
こ

と
等
、
法
律
の
附
帯
決
議
を
踏
ま
え

た
対
応
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
く

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
業
務
運
営
に
係
る
課
題
や

労
働
過
重
と
な
ら
な
い
対
策
に
つ
い

て
、
三
段
表
や
Ｑ
＆
Ａ
等
で
早
急
に

整
理
す
べ
き
と
求
め
て
お
り
、
引
き

続
き
本
部
交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、

「
森
林
環
境
政
策
議
員
懇
談
会
」
と

連
携
を
図
り
、
国
会
対
策
等
の
取
組

を
平
行
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

「匠の一言」　
　人吉市の人里離れた矢岳駅で撮影しました。

当
面
の
活
動

６
月
９
日　

連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
会
第
２
回
代
表
者

会
議
（
書
面
会
議
）

　
　

15
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
議
案
審
議
）

　
　

17
日　

地
本
団
体
交
渉

　
　

26
日　

全
国
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
（
東
京
）

７
月
４
日　

全
国
共
済
理
事
会

　
　
　
　
　
（
東
京
）

　
　

10
日　

分
会
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
（
オ
ル
グ
）

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

諸課題の前進に向け意思統一
～全国書記長会議・全国組織財政確立委員会～

全
国
組
織
財
政
確
立
委
員
会

　

全
国
組
織
確
立
委
員
会
も
、
5
月

15
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面
に
よ

る
持
ち
回
り
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
題
は
、
Ⅰ
．
2
0
2
0
年
度
財

政
の
取
り
扱
い
（
予
算
編
成
）
に
つ

い
て
、
Ⅱ
．
2
0
2
1
年
度
以
降
の

財
政
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
Ⅲ
．
当

面
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
、
Ⅳ
．
闘

う
組
織
態
勢
の
確
立
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
①
2
0
2
0
年
度
財
政
の

取
り
扱
い
（
予
算
編
成
）
に
つ
い
て

は
、
こ
の
間
の
全
国
組
織
確
立
委
員

会
で
の
確
認
に
基
づ
き
、
中
期
目
標

を
念
頭
に
検
討
す
る
。

　

①
2
0
2
1
年
度
以
降
の
財
政
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
の
抑

制
や
諸
会
議
の
開
催
方
法
等
今
後
検

討
を
進
め
、
実
施
が
可
能
な
項
目
か

ら
順
次
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。
検

討
内
容
は
、
組
織
運
営
上
、
重
要
事

項
で
あ
り
、
全
国
代
表
者
会
議
等
で

順
次
提
起
。

　

組
織
化
対
策
の
強
化
は
、
第
16
回

中
央
委
員
会
で
決
定
し
た
「
今
後
の

組
織
態
勢
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
」
に
基
づ
き
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　

②
当
面
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
影
響
が
続
く
場
合
、
2
0
2
0

年
の
定
期
全
国
大
会
の
開
催
方
法
等

は
別
途
全
国
代
表
者
会
議
で
提
起
す

る
。

　

③
闘
う
組
織
態
勢
の
確
立
に
つ
い

て
は
、
組
織
態
勢
の
強
化
に
基
づ
き

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
組
織
化

対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
る
。
組
合
員
へ
の
情
報
伝

達
に
つ
い
て
は
、
林
野
労
組
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
情
報
伝
達
の

迅
速
化
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な
説
明
を
行
う

こ
と
。
女
性
活
躍
に
つ
い
て
は
、
役

員
の
選
出
と
、
大
会
・
委
員
会
に
お

け
る
女
性
枠
の
措
置
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
を
進
め
る
。

　

本
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
議
案
に

つ
い
て
は
提
案
の
と
お
り
了
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

以
上
、
全
国
書
記
長
会
議
・
全
国

組
織
財
政
確
立
委
員
会
の
内
容
を
一

部
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

地
本
は
今
後
、
本
部
指
示
に
基
づ
き

各
種
運
動
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
が
起
き
て
い
る
状
況
の
中
、
日
本
に
お
い
て
も
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
に
発
令
さ
れ
、
日
常
生
活
・
業
務
を
は
じ
め
、
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
も
同
様
に
難
し
い
組
織
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
本
来
、
５
月
15
日
〜
16
日
（
東
京
）
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
全
国
書
記
長
会
議
・
全
国
組
織
財
政
確
立
委
員
会
も
書
面
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
書
面
会
議
の
概
要
（
一
部
抜
粋
）
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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今
回
は
、
長
崎
分
会
期
待
の

ル
ー
キ
ー
こ
と
「
髙
橋
陽
介
」
君

を
紹
介
し
ま
す
。

　

髙
橋
君
は
、
矢
部
高
校
を
卒
業

後
平
成
30
年
４
月
、
長
崎
署
に
入

庁
し
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま

す
。

　

当
初
は
、
総
務
グ
ル
ー
プ
で
管

理
関
係
の
業
務
に
携
わ
り
、
入
林

届
け
な
ど
の
業
務
を
こ
な
し
、
今

年
度
か
ら
は
業
務
グ
ル
ー
プ
で
経

営
・
土
木
担
当
の
係
員
と
し
て
配

属
さ
れ
諸
先
輩
か
ら
の
指
導
の
下
、

伐
採
協
議
な
ど
の
保
安
林
関
係
を

担
当
し
業
務
に
励
ん
で
い
る
好
青

年
で
す
。

　

仕
事
の
合
間
に

時
折
見
せ
る
屈
託

の
な
い
笑
顔
が
と

て
も
爽
や
か
で
あ

り
、
職
場
の
雰
囲

気
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
だ
け
で
な
く
、

女
性
心
を
も
く
す

ぐ
る
笑
顔
な
ん
で

す
。
特
に
昼
食
後
、

そ
の
「
屈
託
の
な
い
笑
顔
」
を
見

る
と
昼
か
ら
の
仕
事
を
頑
張
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
髙
橋
君
は
、
最
近
バ
イ

ク
の
中
型
免
許
を
め
で
た
く
取
得

し
た
よ
う
で
、
早
速
バ
イ
ク
を
購

入
す
る
か
と
思
い
き
や
、
バ
イ
ク

は
購
入
せ
ず
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ

ネ
ー
を
は
た
い
て
、
近
隣
に
所
在

す
る
競
艇
場
の
船
券
を
ネ
ッ
ト
購

入
し
勝
負
に
い
そ
し
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。

　

最
後
に
、
今
後
も
若
い
力
で
失

敗
を
恐
れ
ず
に
、
持
ち
前
の
明
る

さ
と
行
動
力
で
当
分
会
の
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
と
し
て
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

 

【
鹿
田
通
信
員
・
長
崎
分
会
】

　
５
月
29
日
、
熊
本
市
の
九
州
森
林

労
連
会
館
に
お
い
て
２
０
１
９
年
度

組
織
財
政
確
立
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
会
に
は
、
井
上
委
員

（
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
）、
池
水
委
員
（
熊

本
ブ
ロ
ッ
ク
）、
三
浦
委
員
（
宮
崎

ブ
ロ
ッ
ク
）、
鶴
山
委
員
（
鹿
児
島

ブ
ロ
ッ
ク
）、
地
本
加
藤
書
記
長
、

古
澤
・
前
川
両
執
行
委
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
前
川
執
行
委
員
の
司
会
で

始
ま
り
、
組
織
財
政
確
立
委
員
長
に

は
互
選
に
よ
り
、
三
浦
委
員
が
選
出

さ
れ
、
座
長
就
任
後
、
議
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
本
よ
り
①
全
国
組
織

財
政
確
立
委
員
会
の
報
告
、
②
財
政

に
係
る
課
題
と
し
て
、
分
会
還
元
費
、

県
協
交
付
金
、
諸
会
議
の
開
催
等
に

つ
い
て
、
③
闘
う
組
織
態
勢
の
確
立

と
し
て
、
２
０
２
０
年
度
の
組
織
態

勢
の
確
立
に
向
け
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
別

学
習
交
流
会
（
仮
称
）」
の
取
組
、

組
織
化
対
策
、
労
使
交
渉
等
の
強
化
、

　

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し

て
い
る
状
況
の
中
、
感
染
者
は
増
加

し
、
各
国
で
外
出
や
移
動
が
制
限
・

自
粛
さ
れ
、
生
活
、
経
済
や
雇
用
に

大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
本
年
で
１
０
０
年

目
を
迎
え
る
第
91
回
メ
ー
デ
ー
も
今

ま
で
前
例
の
な
い
形
で
迎
え
る
こ
と

と
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
メ
ー
デ
ー
開
催
自
粛

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
国
共
通
の
国
難
と
も
い
う
べ
き

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
今

自
分
た
ち
に
出
来
る
精
一
杯
の
取
組

を
行
い
、
メ
ー
デ
ー
の
精
神
で
あ
る
、

働
く
者
や
生
活
者
の
立
場
か
ら
全
て

の
仲
間
の
力
を
結
集
し
て
、
一
刻
も

早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
終
息

さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
九
州
各
県
で
行

わ
れ
る
盛
大
な
メ
ー
デ
ー
集
会
で
確

認
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
メ
ー
デ
ー

宣
言
に
つ
い
て
、
一
部
と
な
り
ま
す

が
各
県
の
メ
ー
デ
ー
宣
言
に
つ
い
て

掲
載
を
い
た
し
ま
す
。

「将来の勝負師」
髙橋陽介さん（長崎分会）

ブ
ロ
ッ
ク
別
学
習
交
流
会
（
仮
称
）
等
を
確
認
す
る

〜
２
０
１
９
年
度
組
織
財
政
確
立
委
員
会
〜

【
中
川
通
信
員
：
局
分
会
】

　

局
分
会
は
、
４
月
の
人
事
異
動

に
よ
り
、
３
名
の
欠
員
を
補
充
す

べ
く
臨
時
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
よ
り
文
書
に
よ
る
決
議
と
し
、

賛
成
多
数
に
よ
り
、
新
執
行
体
制

確
立
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
名
体
制
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
次
期
大
会
ま
で
６
名
体

制
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
体
制
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

執
行
委
員
長　
　

中
川
秀
樹

副
執
行
委
員
長　

佐
藤　

剛

副
執
行
委
員
長　

岩
下
治
喜（
新
）

書
記
長　
　
　
　

内
海
康
雄

執
行
委
員　
　
　

木
倉
浩
二

執
行
委
員　
　
　

小
山
雄
平（
新
）

〜
林
野
労
組
森
林
管
理
局
分
会
〜

選出された新執行部 各ブロックより組財委員が参加

新
執
行
体
制
を
確
立
す
る

組
合
員
へ
の
情
報
伝
達
、
活
動
家
育

成
、
女
性
活
躍
、
福
祉
活
動
等
に
つ

い
て
提
起
。
引
き
続
き
、
質
疑
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、「
ブ
ロ
ッ
ク
別

学
習
交
流
会
（
仮
称
）」
の
規
模
や

開
催
方
法
、
地
本
財
政
の
今
後
の
見

通
し
、
運
動
領
域
、
組
合
員
の
目
に

見
え
る
取
組
の
推
進
、
情
報
伝
達
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
提
起
さ
れ
た
議
案
に
対
し

て
全
体
で
意
思
統
一
を
図
り
委
員
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
７
月
17
日
に
開
催
さ
れ

る
第
16
回
地
本
定
期
大
会
に
お
い
て

報
告
し
、
意
思
統
一
を
図
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

かつてない形で迎えた
 今年のメーデー
～2020年、第91回メーデー～

互選された三浦組財委員長

第91回福岡メーデー　メーデー宣言
　本日ここに、私たちはメーデー100年の節目を迎え、前例にない形で第91回福岡メー
デーを開催することとなった。

　労働者の日といわれるメーデーは、1886年に米国の労働者が１日８時間労働を求めて
ゼネストに起ち上がったことを起源としている。日本では、1920年５月２日に第１回
メーデーが開催され、その後、戦争などにより一時禁止に追い込まれたが、第二次世界大
戦後に力強く復活し、働く者の団結と連帯を通じて、労働者の地位や労働条件の向上、人
権・労働基本権の確立などに深く貢献してきた。
　このような歴史を踏まえ、100年の節目を契機として、今一度メーデーの原点に立ち戻
り、労働組合が果たしてきた役割を振り返るとともに改めてすべての仲間が団結・連帯す
ることの重要性を確認したい。

　世界は今、新型コロナウイルス感染拡大の恐怖に脅かされており、感染者数の増加は止
むことがなく、各国において外出や移動が制限・自粛され、経済や社会、そして雇用に与
える影響も深刻化している。こうした厳しい状況の中においても、懸命に社会機能を維持
するため、人々の命と健康を守るため、自らを省みず最先端で働き続けている方々の存在
を再認識し、心からの敬意と感謝の意を表したい。

　そのような状況下、私たちは新型コロナウイルスの影響で困難な状況に直面している
方々に向き合い、その声を受け止めてきた。そして、働く者を代表する立場から政府や行
政・政党などに対して感染拡大抑止を最優先として、生活の維持・確保、事業継続のため
の緊急措置など、大胆かつ速やな対策を求めてきた。今後も引き続き、日々刻々と変化し
ていく情勢に対して、すべての仲間の力を結集し、極めて厳しい未曽有の難局を乗り越え
るために、労働組合としての社会的役割を果たしていかなければならない。

　私たちは、すべての働く仲間をまもり・つなぐため、集団的労使関係を追及し、労働条
件の改善や真の多様性が根付く職場・社会の実現に向け「私たちが未来を変える」との決
意のもと、誰一人取り残されることのない公正な社会の実現と、平和・人権・環境がまも
られ、笑顔あふれる未来の構築に向けて全力で取り組むことをここに宣言する。
 2020年４月29日　第91回福岡メーデー

メーデー宣言
　私たちは、100年の節目となる「第91回メーデー大分県中央大会」を前例のない形で
開催した。

　メーデーは、1886年に米国の労働者が１日８時間労働を求めてゼネストに起ち上がっ
たことを起源としている。日本では、1920年５月２日に第１回が開催され、第二次世界
大戦中は禁止に追い込まれたが、戦後に力強く復活した。以降、働く者の団結と連帯を通
じて、労働者の地位や労働条件の向上、人権・労働基本権の確立などに深く貢献してきた。
そして今年、メーデーは100年の節目を迎える。メーデーの原点に立ち、果たしてきた役
割を振り返り、すべての仲間が団結・連帯することの重要性を再確認したい。

　世界は今、新型コロナウイルスの恐怖に脅かされている。それは経済や社会、そして雇
用に深刻な影響を及ぼしている。しかし、こうした厳しい状況の中にあっても、命と健康
を守り、経済を動かし、社会を維持するために懸命に働き続けている方々の存在と頑張り
について、改めて全体で認識し、心からの感謝の気持ちを共有したい。この間連合は、新
型コロナウイルスの影響で困難な状況に直面している方々に向き合い、その声を受け止め
てきた。そして、中央・地方で、政府や行政、政党に対し、感染症拡大抑止を最優先に取
り組むことや生活確保・事業継続のための緊急措置など、大胆かつ速やかな緊急対策を求
めてきた。
　大分県においても新型コロナウイルスが、「働く者」や「生活者」に多大な影響を及ぼ
している。とりわけ、集団的労使関係の枠組みが構築されていない「未組織労働者」への
影響は甚大であり、明日への不安を抱えていることは論を俟たない。

　メーデーの精神である、働く者や生活者の立場から、すべての仲間の力を結集して、こ
の極めて厳しく未曽有の難局を乗り越えるために、労働組合としての社会的役割と責任を
果たしていかなければならない。

　今こそ私たちは、国際連帯を深め、この経験を通じて社会の変革を促し、私たちが掲げ
る誰一人取り残されることのない公正な社会の実現、平和・人権・環境が守られ、誰もが
笑顔のあふれる未来を構築できるよう全力を挙げて取り組むことをここに宣言する。

2020年４月29日　第91回メーデー大分県中央大会

執務中の髙橋さん


